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音環境の測定 
 
１．建築における音環境と騒音  

 

建築音響  

├─	 騒音制御＝「”望まれない”音をいかに防止するかを考える」	

└─	 室内音響＝「どのようにすれば良い音が響く室内空間が得られるかを考える」	

	

騒音＝「聞いた人が好ましくないと思う音」（物理的要素だけでなく，主観的・心理的な要因	

│	 	 も関係している。）	

├─	 外部騒音＝「航空機，交通機関，工場，工事現場などのように建物外部から侵入してく	

│	 	 	 	 	 	 	 る騒音」	

└─	 内部騒音＝「設備，工場の機械，人声など建物内部で発生する騒音」	

	

騒音の構成に着目した分類	

├─	 総合騒音：ある場所におけるある時刻の総合的な騒音	

├─	 特定騒音：総合騒音の中で音響的に明確に識別できる騒音で，騒音源が特定できることが	

│	 	 	 	 	 	 	 多い	

├─	 暗騒音：ある特定の騒音に着目したとき，それ以外のすべての騒音	

└─	 残留騒音：ある場所におけるある時刻の総合騒音のうち，すべての特定騒音を除いた残り	

	 	 	 	 	 	 	 	 の騒音	

図	 騒音の構成に着目した騒音の分類（出典：参考文献［１］，p.60）	

	

時間変動特性による騒音の分類	

├─	 定常騒音：レベル変化が小さく，ほぼ一定とみなされる騒音	

├─	 変動騒音：レベルが不規則かつ連続的にかなりの範囲にわたって変化する騒音	
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├─	 間欠騒音：間欠的に発生し，１回の継続時間が数秒以上の騒音	

└─	 衝撃騒音：継続時間がきわめて短い騒音	

	

注１）音と騒音に関する基本事項は，教科書 pp.110〜114 と pp.131〜133 を参照。	

	

注２）「教科書」と「実験用教材」は，以下の本のこと。	

教科書：『図説	 やさしい建築環境』（今村仁美・田中美都，学芸出版社，2009 年 11 月，￥2,800

＋税，ISBN：978-4-7615-2476-0）	

実験用教材：『建築環境工学実験用教材	 第２版』（日本建築学会編，日本建築学会，2011 年３月，

￥1,900＋税，ISBN：978-4-8189-2225-9）	

	

	

２．実験のポイント	

１）道路騒音の測定方法を学ぶ。	

	 熊本県立大学前の国体道路の（自動車による）騒音は，どのように評価されるであろう

か。日本赤十字病院と大学が隣接して建っているが，問題はないであろうか。	

	 そのためには，何をどのように測定し，何を基準に評価すればよいのだろうか。	

→測定計画は，各班の中で，もしくは班同士で相談して決める。	

→→音の距離による減衰（教科書 pp.117〜118）が，実際におこっているかどうかを確認し

ても良いかもしれない。	

	

２）室内騒音の測定方法を学ぶ。	

	 室内騒音を測定するための室内として，例えば，熊本県立大学内の居住情報実習室（サ

ーバの音が気になる）などのような室内（本学のキャンパス内）を取り上げる。それらの

騒音は，どのように評価されるであろうか。どのような特徴があるであろうか。どのよう

な周波数の騒音が強いであろうか。	

	 どのような室内を対象にすればよいのであろうか。さらに，何をどのように測定し，何

を基準に評価すればよいのだろうか。	

→測定計画は，各班の中で，もしくは班同士で相談して決める。	

→→許可が必要と思われる場所の測定を希望する場合は，事前に相談する。	

→→余力がある班は，「遮音の測定」（実験用教材 pp.12〜20 を参照）もあわせて行うと，

面白い結果がでるかもしれない。	
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３．測定計画	

	 以下のように測定を行う予定。14 日が雨天の場合は，21 日に順延の可能性あり。	

	

10 月 07 日（金）	 １回目	 測定概要の説明，機器の取扱いの説明	

	

10 月 14 日（金）	 ２回目	 ３時限目	 国体道路の道路騒音の測定	

４時限目	 居住情報実習室などの室内騒音の測定	

持っている人は，関数電卓を持参のこと	

	

10 月 21 日（金）	 ３回目	 補足説明とレポート作成	 →レポートの締め切りは 10 月 24 日（月）	

	

	

４．道路交通騒音の測定	

	 実験用教材 pp.１〜５を参照。参考 URL［２］も参照。	

１）較正（校正）は，電気信号による較正（校正）（配付資料の 15 ページ（出典：参考文献［２］，

p.32）を参照。）を行う。	

２）測定方法は，騒音計直読による方法（実験用教材 p.４の 4.3.1 を参照。）とする。周波数重

み付け特性は A，時間重み付け特性は F（速い）とする（「測定設定」の画面で設定。配付資

料の 16 ページ（出典：参考文献［２］，pp.64〜65）を参照）。50 回のサンプリングを行う。

読み上げる声で，測定値が変わるので，素早く読み上げること。	

３）50％時間率騒音レベル

 

L50を計算する（実験用教材 p.２の表 1.1.3 を参照。）。	

４）等価騒音レベル

 

Leq を計算する（実験用教材 p.２の（1.1.9）式を参照）。	

５）等価騒音レベル

 

Leq の評価には，環境省の「騒音に係わる環境基準について」（参考 URL［３］

を参照（『平成 24 年３月 30 日環告 54』により一部改正されているので注意。）。教科書 p.133

の「騒音に係る環境基準」も同様。）などを用いる。	

→	

 

L50は昔から利用されてきたが，過小評価の傾向があり，人間の感覚と合わない場合が多か

ったので，現在では

 

Leqの方が多く用いられる。	

	

【レポート作成の際のヒント】	

・等価騒音レベルと 50％時間率騒音レベルは，それぞれどのような意味を持っているのだろう

か？両者にはどのような違いがあるのであろうか？	
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５．室内騒音の測定	

	 実験用教材 p.５を参照。	

１）プログラムカード NX-42RT をインストールする（配付資料の 17〜18 ページ（出典：参考文

献［３］，pp.1〜7）を参照。）。	

２）較正（校正）は，電気信号による較正（校正）（配付資料の 15 ページ（出典：参考文献［２］，

p.32）を参照。）を行う。	

３）周波数重み付け特性は Z（Z 特性，平坦特性），時間重み付け特性は F（速い）とする（「測定

設定」の画面で設定。配付資料の 16 ページ（出典：参考文献［２］，pp.64〜65）を参照）。	

４）1/1oct	バンドフィルターを用いて，16，31.5，63，125，250，500，1000，2000，4000，8000Hz

の各バンドの音圧レベルを測定する（配付資料の 19 ページ（出典：参考文献［４］，pp.14

〜15）と 20 ページの３〜６を参照。）。	

	 また，騒音レベル（Ａ特性），音圧レベル（Z 特性，平坦特性）もあわせて測定する。	

５）測定方法は，道路交通騒音の測定と同様に，騒音計直読による方法とする。ただし，各バン

ドで，５秒おきの 10 回のサンプリングを行う。読み上げる声で，測定値が変わるので，素

早く読み上げること。	

６）測定結果を NC 曲線上にプロットする。NC 曲線の使い方などは，教科書 p.132 を参照。また，

NC 曲線は各種ホームページからダウンロード可能。	

７）教科書 p.132 の「室内騒音の許容値」や配付資料の 20 ページの表-1.2.6 などを用いて，評

価を行う。	

	

補足１）	

・周波数補正回路（配布資料の 21 ページ（出典：参考文献［７］，p.8）を参照。）	

A 特性	 →	 人間の聴覚にあわせて，低周波を受け入れる能力が低くなるよう補正	

C 特性	 →	 各周波数が物理的にほぼ等しい感度で受音されるように補正	

Z 特性，平坦特性	 →	 周波数特性が平坦	

補足２）	

・楽器の音域や話し声の周波数については，配布資料の 22 ページを参照。	

補足３）	

・より詳細な測定方法については，参考文献［１］などを参照。	
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▽騒音計の較正（校正）  
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▽騒音計の測定方法  
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▽騒音計へのプログラムカードのインストールとアンインストール	

	

※手順 6 はなし	
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▽オクターブフィルターを用いた音圧レベルの測定	
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▽いろいろな騒音のオクターブバンドによる音圧の違い（出典：参考文献［５］，p.27）	

	

▽各種室に対する NC の推奨許容値（出典：参考文献［６］，p.46）	
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▽周波数補正回路	

	



居住環境調整工学実験（第２〜４回目）［金曜日・12:50〜16:00・設備システム実験室ほか］	

2016.10.07，10.14，10.21	

環境共生学部・居住環境学科	

辻原万規彦/田中昭雄	

	

-	22	-	

▽いろいろな音の周波数	

	

図	 楽器の音域とオクターブ，1/3 オクターブバンド（出典：参考文献［８］，p.6）	

	

図	 話声の長時間平均スペクトル（出典：参考文献［９］，p.21）	

	

	

６．参考文献（〔〕内は，熊本県立大学学術メディア情報センター図書館所蔵情報）	

［１］『音響テクノロジーシリーズ８	 環境騒音・建築音響の測定』（日本音響学会編，橘秀樹・

矢野博夫共著，コロナ社，2004 年３月，￥3,000＋税，ISBN：4-339-01108-8）〔和書（２Ｆ），

501.22||Ta	13，0000291590〕	

［２］『取扱説明書	 普通騒音計 NL-42	 精密騒音計 NL-52	 操作編	 No.55524』（リオン株式会

社，発行年月不明，非売品）〔所蔵なし〕	
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［３］『取扱説明書	 オプションプログラムフインストール方法	 No.56062』（リオン株式会社，

発行年月不明，非売品）〔所蔵なし〕	

［４］『取扱説明書	 オクターブ・1/3オクターブ実時間分析プログラム NX-42RT	 No.56741』（リ

オン株式会社，発行年月不明，非売品）〔所蔵なし〕	

［５］『建築環境工学用教材	 環境編	 第４版』（日本建築学会編，日本建築学会（丸善），2011

年３月，￥1,900＋税，ISBN：978-4-8189-2223-5）〔和書（２Ｆ），525.1||N	77，0000346944〕	

［６］『騒音・振動対策ハンドブック』（日本音響材料協会編，技報堂出版，1982 年１月，￥18,000

＋税，ISBN：4-7655-2353-5）〔参考（２Ｆ），519.6||So	48，0000249682〕	

［７］『取扱説明書	 普通騒音計 NL-42	 精密騒音計 NL-52	 技術解説編	 No.55524』（リオン株

式会社，発行年月不明，非売品）〔所蔵なし〕	

［８］『建築環境工学用教材	 環境編	 第３版』（日本建築学会編，日本建築学会（丸善），1995

年２月，￥1,845＋税，ISBN：4-8189-0442-2）〔和書（２Ｆ），525.1||N	77，0000236338〕	

［９］『建築・環境音響学（第２版）』（前川純一・森本正之・阪上公博，共立出版社，2000 年９

月，￥3,500＋税，ISBN：4-320-07655-9）〔和書（２Ｆ），524.96||Ma	27，0000248125〕	

→第３版もあり（2011 年９月，￥3,700＋税，ISBN：978-4-320-07707-2）〔和書（２Ｆ），

524.96||Ma	27，0000345470〕	

	

	

７．参考 URL	

［１］講義資料のダウンロード	

http://www.pu-kumamoto.ac.jp/~m-tsuji/kougi.html/jikkenn.html/kyojikkenn.html	

［２］『騒音に係る環境基準の評価マニュアル』（平成 27 年 10 月版）（環境省環境管理局のホー

ムページより）	

http://www.env.go.jp/air/noise/manual/index.html	

［３］『騒音に係る環境基準について』（環境省のホームページより）	

http://www.env.go.jp/kijun/oto1-1.html	

	

質問・レポートの提出先は，	

辻原（環境共生学部西棟（旧棟）４階南西角）まで	

（電話：096-321-6706，または 383-2929（内線 492），e-mail：m-tsuji@pu-kumamoto.ac.jp）	

もしくは，	

岡本（環境共生学部西棟（旧棟）３階南西角・田中研究室／４階中央・岡本助手室）まで	

（電話：096-383-2929（内線 475（田中研）／482），e-mail：okamototkm@pu-kumamoto.ac.jp）	


